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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００４年７月２７
日 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立大学法人　広島大
学 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国際協力銀
行

　　　　　　　　　　　広島大学と国際協力銀行の連携分野

1.　国立大学法人広島大学と、国際協力銀行（JBIC）は、本日締結した協力協定に基づ
き、 
　　以下の分野を中心として、具体的な連携を検討していく予定です。

2. 国際環境協力事業 
　広島大学大学院国際協力研究科（IDEC）の２１世紀COEプログラム「社会的環境管理
能力 
の形成と国際協力拠点」（2003～07年度、拠点リーダー：松岡俊二教授）においては、
JBI 
Cが第三者評価委員会の委員（丹呉理事）に就任していることに加え、JBIC職員２名が
共同 
研究者としても参画しています。2004年11月3日には中国・北京で、広島大学・JBIC等
が主 
催の国際シンポジウム「社会的環境管理能力の形成と日中協力」を開催致します。ま
た、 
両者等がメンバーの「社会的能力形成に関する日本委員会」が2005年11月、米国・ワシ
ン 
トンDCで世界銀行との「途上国における社会的環境管理能力の形成」に関する共同セミ
ナ 
ーを開催する計画を進めています。さらに、これら共同事業の成果を踏まえ、IDEC及び
大 
学院工学研究科を中心とする広島大学とJBICとの間で、プロジェクト評価をはじめ、環
境 
分野での連携を検討していきます。

3. 国際平和協力事業 
　広島大学は、被爆地の経験を踏まえて関連する平和研究を行ってきました。一方、新
ODA 
大綱（2003年8月制定）において「平和の構築」が重点課題として盛り込まれたことを
踏ま 
え、JBICにおいても、同分野の取組みを強化しつつあります。行内の開発金融研究所で
は 
調査報告「紛争と開発：JBICの役割」（2003年）をまとめています。今後は、日本の
ODAが 
平和構築において果たすべき役割についての調査・研究等の分野において、広島大学の
IDEC、 
教育開発国際協力センター（CICE）、平和科学研究センター等の教員とJBICが連携して
いく 
ことを検討していきます。

4. 国際教育協力事業 
　これまで当該事業については、広島大学側でCICEが中心となって実績を残してきてい
ます 
（CICE教員のJBICインドネシア高等教育セクター調査の企画・実施への協力、JBICから
CICE 
への客員研究員派遣、JBICによるCICE主催会合への支援等）。今後はCICEが関わる事業
を更 
に推進するとともに、学内他部局も参加して同様の事業を進めていきます。
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よる意思表示がない限りは、同一の内容をもって１年間更新さ
れ、その後も同様とする。

（解除）

第６条 甲又は乙は、相手方に対して１ヶ月前までに書面による通知をな

すことにより、相手方に何らの責任を負うことなく本協定を解除す

ることができる。

（その他）

第７条 本協定に定めのない事項又は本協定の条項について疑義が生

じた場合は、甲及び乙が協議し、決定する。

本協定の成立を証するため、本協定書２通を作成し、甲及び乙の各代

表者が記名 捺印し、各１通を保有する。

平成１６年７月２７日

（甲） 東京都千代田区大手町一丁目４番１号

国際協力銀行

理事　　丹呉 圭一

（乙） 広島県東広島市鏡山一丁目３番２号

広島大学

理事・副学長（研究・国際担当）　吉里 勝利


